
⑤
分
会
長
と
一
緒
に
声
か
け

・
対
話
を
す
す
め
る｢

ふ

や
す
人｣

を
分
会
で
確
定

し
ま
す
。

高
教
組
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

は
、
在
宅
勤
務
が
利
用
し
や

【
回
答
】
消
毒
液
等
の
補

前
記
の
②
③
を
す
す
め
る

ィ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
対

す
い
よ
う
に
、
講
師
の
授
業

充
に
つ
い
て
は
補
正
予

た
め
に
、
青
年
部
長
の
片
山

策
に
か
か
る
学
校
臨
時
休
業

時
間
の
拡
大
や
代
替
職
員
等

算
措
置
を
し
た
。
議
会

さ
ん
の
呼
び
か
け
文(

別
掲)

及
び
学
校
再
開
時
の
教
育
活

の
加
配
を
つ
け
る
こ
と
。

で
可
決
後
令
達
す
る
。

・
総
合
共
済
の
リ
ー
フ
レ
ッ

動
に
関
す
る
申
し
入
れ
を
４

【
回
答
】
在
宅
勤
務
が
し
や

希
望
す
る
必
要
な
物
品

権
利
を
保
障
す
る
た
め
、

ト
・
加
入
届
用
紙
を
封
筒
に

月

日
に
行
い
ま
し
た
。
申

す
い
よ
う
に
非
常
勤
講
師

を
各
学
校
が
申
請
す
る

就
学
の
た
め
の
援
助
制
度

23

入
れ
た｢

対
話
セ
ッ
ト｣

を
各

し
入
れ
で
は
、
生
徒
や
教
職

の
授
業
時
間
の
拡
大
は
検

こ
と
に
な
る
。

や
申
請
方
法
等
を
周
知
徹

分
会
に
６
部
ず
つ
送
付
し
て

員
の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る

討
す
る
こ
と
は
あ
る
。
し

②
学
校
で
の
感
染
リ
ス
ク

底
す
る
こ
と
。

高
教
組
の
組
織
建
設｢

新

①
原
則
と
し
て
職
場
集
会
を

い
ま
す
。
ま
た
、
臨
時
的
任

こ
と
を
第
一
と
す
る
施
策
や

か
し
、
代
替
職
員
に
つ
い

を
下
げ
る
た
め
に
、
授
業

【
回
答
】
３
月

日
付
で

25

３
か
年
計
画｣

が
始
ま
っ
た

開
い
て
拡
大
対
象
者
を
分

用
教
職
員
や
非
常
勤
講
師
の

対
応
を
求
め
、
７
項
目
の
具

て
は
短
期
間
で
配
置
は
で

や
集
会
、
会
議
、
学
校
行

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

４
月
は
、組
合
加
入
が
４
人
、

会
全
体
で
確
認
し
ま
す
。

労
働
条
件
等
に
つ
い
て
解
説

体
的
な
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

き
な
い
。

事
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

ス
感
染
症
に
係
る
就
学

総
合
共
済
加
入
が
７
人
と
な

②
新
規
採
用
者
に
は
必
ず
声

し
た｢

Ｃ
ｈ
ｅ
ｅ
ｒ
特
別

日
以
後
、
要
請
項
目
ご
と

②
感
染
症
防
止
に
関
わ
る
勤

最
大
限
の
慎
重
な
配
慮
を

支
援
金
等
の
取
扱
に
つ

27

り
、
幸
先
の
良
い
ス
タ
ー
ト

を
か
け
ま
す
。

号｣

、
新
規
採
用
者
向
け
に

に
県
教
委
の
各
担
当
課
と
電

務
時
間
外
の
業
務
に
つ
い
て

す
る
よ
う
学
校
を
指
導
す

い
て
」
の
通
知
を
だ
し

と
な
り
ま
し
た
。

③

代
ま
で
の
青
年
教
職
員

特
集｢

『
せ
ん
せ
い
』
に
な

話
で
折
衝
し
県
教
委
の
回
答

は
、
割
り
振
り
変
更
等
、
勤

る
こ
と
。

た
。
書
類
提
出
申
請
期

30の
拡
大
を
重
視
し
、

月

る
あ
な
た
へ｣

を
掲
載
し
た

を
受
け
ま
し
た
。
主
な
要
請

務
の
適
正
な
割
り
振
り
を
行

【
回
答
】
感
染
リ
ス
ク
を

間
の
延
長
や
家
計
急
変

12

の｢
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｅ
！

沖
縄｣

ク
レ
ス
コ
４
月
号
な
ど
も
送

項
目
に
対
す
る
回
答
は
次
の

う
こ
と
。

下
げ
る
た
め
最
大
限

世
帯
へ
の
支
援
な
ど
、

in

へ
の

人
規
模
の
参
加
を

付
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

と
お
り
で
す
。

【
回
答
】
感
染
症
拡
大
予
防

の
配
慮
は
当
然
の
こ

保
護
者
等
へ
の
周
知
を

10

組
合
員
加
入
が
実
現
し
た

め
ざ
し
ま
す
。

資
料
を
そ
れ
ぞ
れ
の
対
象
者

○
教
職
員
の
勤
務
等

の
た
め
の
勤
務
時
間
外
に

と
。
校
長
の
判
断
で

お
願
い
し
て
い
る
。

の
は
、
大
工(

２
人)

、
佐
工

④
近
隣
の
分
会
や
支
部
と
協

に
手
渡
し
て
、
積
極
的
に
対

①
臨
時
休
業
終
了
後
に
あ
っ

か
か
っ
た
業
務
に
つ
い
て

対
応
し
て
ほ
し
い
。

※
高
教
組
は
、
更
な
る
要

全
日(

１
人)

、
諫
早
定
時(

１

働
し
た
拡
大
の
と
り
く
み

話
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

て
も
、
妊
娠
中
や
基
礎
疾
患

の
勤
務
の
割
り
振
り
は
、

③
通
学
時
の
公
共
交
通
機

請
と
し
て
「
緊
急
事
態

人)

の
３
分
会
で
す
。
大
工

前
号
の
高
教
組
新
聞
で
、

を
す
す
め
ま
す
。

を
抱
え
た
教
職
員
に
つ
い
て

人
事
管
理
監
か
ら
校
長
に

関
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

宣
言
」
後
の
家
計
収
支

の
２
人
と
諫
早
定
時
の
１
人

総
合
共
済
の
加
入
者
拡
大
に

適
切
に
対
応
す
る
よ
う
伝

「
可
能
な
限
り
座
席
を
離

を
重
視
し
た
援
助
の
あ

は
、
い
っ
た
ん
退
職
し
た
後

つ
い
て
の
特
別
報
告
を
し
て

え
て
い
る
。

す
な
ど
ス
ペ
ー
ス
を
十
分

り
方
を
県
教
委
に
求
め

の
職
場
復
帰
や
転
勤
を
機
に

も
ら
っ
た
鹿
工
の
東
川
さ
ん

③
養
護
教
諭
に
つ
い
て
は
年

に
確
保
」
す
る
た
め
、
増

ま
し
た
。

再
加
入
さ
れ
た
も
の
で
、
こ

に
は
、
今
年
度
も
と
り
く
み

度
当
初
の
業
務
の
負
担
が
大

車
（
便
）
す
る
よ
う
各
会

れ
ま
で
の
高
教
組
の
活
動
に

の
機
関
車
役
を
し
て
も
ら
っ

き
く
な
る
こ
と
か
ら
、
繁
忙

社
に
要
請
す
る
こ
と
。

対
す
る
信
頼
の
表
れ
と
い
う

て
い
ま
す
。
前
号
の
特
別
報

期
の
加
配
や
報
告
物
の
延
期

【
回
答
】
乗
車
率
が

％
50

こ
と
が
で
き
ま
す
。
佐
工
の

告
を
参
考
に
し
て
、
カ
ス
テ

等
、
特
段
の
措
置
を
講
じ
る

以
下
に
な
る
よ
う
に
す

１
人
は

代
で
、
同
じ
学
科

ラ
獲
得
の
分
会
が
続
々
と
生

こ
と
。

る
た
め
、
盲
学
校
、
鶴

30

の
先
輩
が
加
入
を
勧
め
た
結

ま
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

【
回
答
】
養
護
教
諭
の
繁
忙

南
、
鶴
南
時
津
、
虹
の

果
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

す
。

期
の
加
配
に
つ
い
て
は
考

原
、
諫
早
特
支
、
佐
世

身
近
な
組
合
員
や
つ
な
が
り

総
合
共
済
の
前
年
度
末
現

え
て
い
な
い
。
健
康
診
断

保
特
支
、
ろ
う
学
校
の

の
あ
る
組
合
員
が
声
を
か
け

勢
回
復
ま
で
は
、
あ
と

人

結
果
等
の
報
告
物
の
延
期

７
校

台
の
ス
ク
ー
ル

20

15

る
こ
と
の
重
要
性
が
改
め
て

で
す
。

に
つ
い
て
は
、
年
末
ま
で

バ
ス
を
１
本
ず
つ
増
便

確
認
さ
れ
る
事
例
で
す
。

に
可
な
ど
柔
軟
に
対
応
し

で
き
る
よ
う
補
正
予
算

て
い
る
。

措
置
を
し
た
。

○
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の

普
通
高
校
の
バ
ス
等

高
教
組
は
、
５
月
末
ま
で

条
件
整
備
等

は
、
当
該
高
校
で
交
通

総
合
共
済
の
新
加
入
が
実

を
期
間
と
し
て
、
「
各
分
会

①
学
校
で
不
足
す
る
消
毒
液

会
社
に
増
便
の
願
い
を

現
し
た
分
会
は
、
鹿
工(

４

１
人
の
拡
大
」
を
目
標
に
春

や
液
体
石
け
ん
、
マ
ス
ク
、

要
請
し
て
い
る
と
報
告

人)

、
長
工
定
時(

３
人)

の

の
拡
大
の
と
り
く
み
を
展
開

体
温
測
定
機
器
等
を
当
該
学

を
受
け
て
い
る
。

２
分
会
で
、
早
く
も
カ
ス
テ

中
で
す
。
と
り
く
み
の
具
体

校
が
必
要
と
す
る
数
を
、
県

○
就
修
学
の
た
め
の
援
助

ラ
獲
得
の
分
会
が
２
分
会
誕

的
な
内
容
は
次
の
５
点
で

の
責
任
で
至
急
補
う
よ
う
に

収
入
が
激
減
し
た
世
帯

生
し
ま
し
た
。

す
。

す
る
こ
と
。

の
生
徒
の
教
育
を
受
け
る

組合は であい ふれあい たかめあい

「
新
３
か
年
計
画
」
幸
先
の
良
い
ス
タ
ー
ト

４
月
は

組
合
加
入
が
４
人

総
合
共
済
加
入
が
７
人

本部の代理でカステラを総合共済加
入者に手渡す牟田長崎支部長(右)

(この後、みんなで食べました)

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
に
つ
い
て
県
教
委
に
申
し
入
れ

・
・
・
一
部
は
補
正
予
算
で
対
応

長崎県高等学校教職員組合青年部部長の片山です。

長崎高教組では３０代までの教職員で青年部をつくっ

ています。

昨年度、組合に加入された方の約半数が青年の教職員

です。私が組合に入ろうと決めた理由は二つあります。

一つめは、職場の先輩方の働く姿でした。それは一人

ひとりが働きやすい職場にするために管理職に言うべき

ことは言う、また学校行事や授業などでは、常に生徒の

学びになることをモットーとしていたこと、そして職場

で困っている人を一人にしないことをいつも気がけ、親

身に話をよく聞いていた姿でした。私も「こういう先生

になりたい」と思われるようになりたいと考え加入しま

した。

二つめは、組合には多くの教育研究集会があり参加で

きることです。教科指導や学校行事、クラスづくり、生

徒会活動・部活動等の特別活動などでの実践報告から貴

重な学びを得ることができます。また、全国の交流集会

にも参加できます。なかでも、全国の青年組合員が集ま

る「TANE!」へ参加し、同世代の仲間が全国に大勢いる

ことに「一人ではない」ことを実感でき「明日」への元

気や活力の源になりました。

青年教職員の皆様、の長崎高教組への加入をお待ちし

ています。

長崎高教組 青年部長 片山 司朗 (平戸高校）

青年部長の片山司朗さんによる加入のよびかけ文

大
工
・
佐
工
全
日
・
諫

早
定
時
で
組
合
員
加
入

総
合
共
済
加
入
は

鹿
工
で

４
人

長
工
定
時
で
３
人

こ
の
勢
い
で
５
月
は
さ
ら

に
加
入
者
を
増
や
そ
う

｢

対
話
セ
ッ
ト｣

等
の
活
用
を

県教委の担当者に要請
書を手渡す寺田書記長

学校関係分の補正予算（一部）

○衛生用品（非接触体温計・消毒液・ゴム手袋・

石けん等）購入の予算 ４７０万１千円

○特別支援学校のスクールバスの増便の予算

４３４８万６千円
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or.jp
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日
本
で
最
初
の
メ
ー
デ
ー

じ
め
と
し
て
多
く
の
労
働
者

定
的
に
確
保
す
る
こ
と
を
訴

が
開
催
さ
れ
て
か
ら

年
と

が
奮
闘
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

え
ま
し
た
。

100

な
る
５
月
１
日
、
高
教
組
も

う
し
た
皆
さ
ん
が
物
的
・
人

自
治
労
連
の
國
貞
さ
ん
は
、

参
加
し
て
い
る
長
崎
県
メ
ー

的
体
制
で
行
き
詰
ま
っ
た
り

保
健
所
で
働
く
労
働
者
が
、

デ
ー
実
行
委
員
会(

事
務
局

し
な
い
よ
う
迅
速
な
支
援
を

住
民
の
相
談
へ
の
対
応
な
ど

・
県
労
連)

は
、
長
崎
市
の

国
と
自
治
体
に
求
め
て
い
き

で
昼
夜
を
分
か
た
ず
奮
闘
し

浜
町
ア
ー
ケ
ー
ド
入
口
で
ス

た
い
と
考
え
て
い
ま
す｣

て
い
る
状
況
を
伝
え
な
が
ら
、

タ
ン
デ
ィ
ン
グ
ア
ピ
ー
ル
行

「
緊
急
事
態
宣
言
が
全
国
に

１
９
９
０
年
に
は
全
国
で
850

動
を
行
い
ま
し
た
。
新
型
コ

拡
大
さ
れ
て
２
週
間
に
な
り

カ
所
あ
っ
た
保
健
所
が

カ
472

ロ
ナ
感
染
症
予
防
の
観
点
か

ま
し
た
が
、
学
童
保
育
や
保

所
に
減
ら
さ
れ
て
い
る
と
、

ら
、
集
会
で
は
な
く
少
人
数

育
園
、
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ

こ
れ
ま
で
の｢

行
政
改
革｣

の

で
の
街
頭
宣
伝
行
動
で
、
参

ニ
が
開
い
て
い
て
助
か
っ
た

あ
り
方
を
批
判
し
ま
し
た
。

加
者
全
員
が
マ
ス
ク
を
着
用

と
い
う
方
も
多
い
と
思
い
ま

民
青
同
盟
の
筒
井
さ
ん
は
、

し
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ

す
。
こ
う
し
た
ラ
イ
フ
ラ
イ

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
つ
い

ン
ス
を
確
保
し
な
が
ら
の
行

ン
を
守
る
仕
事
を
し
て
い
る

て
実
施
し
た
約

人
の
若
者

80

動
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者

方
の
多
く
が
、
雇
用
や
賃
金

に
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、｢

感
染

数
を
絞
っ
た
関
係
で
、
参
加

が
十
分
で
な
い
状
況
で
働
い

の
不
安
を
抱
え
な
が
ら
ア
ル

者
は

団
体
か
ら
の

人

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
分
野

バ
イ
ト
し
て
い
る
が
、
休
業

10

11

（
高
教
組
は
１
人
）
で
し
た
。

で
の
処
遇
改
善
に
も
力
を
尽

に
な
っ
て
収
入
が
な
く
な
る

く
し
ま
す｣

の
も
不
安｣

等
の
声
を
紹
介
し
、

｢

補
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第９１回メーデー宣言

今年は、東京・上野公園で日本初のメーデーが開催されてから100周年です。

100年前といえば、世界的に「スペイン風邪」が猛威を振るっていた時期と重なりますが、この当時、貧富の

差が社会に起因していると意識される中で労働組合運動が盛り上がりをみせており、1920年（大正9年）5月2日

の第1回メーデーでは、治安警察法の撤廃、失業防止、最低賃金法の制定、８時間労働制、シベリア即時撤兵、

公費教育の実現といった要求を5千人の参加者で決議したのでした。

◇すべての働く仲間のみなさん

新型コロナウイルスが猛威を振るう中、医療、公務をはじめ、いのちと健康、そしてライフラインを守るため

に、感染の危険を顧みず奮闘している労働者の皆さんに敬意を表します。そして、不幸にも発症して病とたた

かっている皆さん、そして感染拡大を防ぐために、生活や営業の困難を顧みずに自宅に留まっている皆さんに

思いを寄せます。

いま、感染拡大防止のために「緊急事態宣言」に基づき外出自粛や休業の要請といった措置が講じられていま

すが、そのとりくみは雇用、くらしや営業にとても大きな犠牲を伴うものとなっています。ただでさえ、安倍

政権の７年間で労働者の賃金が伸び悩み、GDPの6割を占める個人消費が冷え込む中で昨年10月には消費税10％

への増税が追い討ちをかけ、家計への直撃と「消費税倒産」を生み、国民の生活状況と中小零細業者の経営に

深刻な影響を及ぼしているところへの新型コロナウイルス惨禍です。「#自粛と給付はセットだろ」との国民の

強い声を受けて、国はようやく重い腰を上げ、補正予算も成立し、国民一人あたり10万円の給付をはじめとす

る経済対策に乗り出していますが、とうてい不十分です。私たちは安倍政権に対し、消費税減税、軍事費削減、

石木ダム建設をはじめとする不要不急な公共事業への国庫補助の中止、大企業への「内部留保税」などを財源

とした更なる追加の緊急対策を強く求めます。労働者への賃金・雇用保障、中小零細業者への直接助成による

経営安定など、すべての国民に社会不安を解消する緊急対策を強く求めていきましょう。

◇すべての働く仲間のみなさん

安倍首相は高額兵器の「爆買い」など過去最高の軍事予算をつぎ込み、憲法9条に「自衛隊を明記する」こと

など改憲への意欲を示しています。この間、改憲勢力の策動に対して、市民と野党の共闘を通じた世論と運動

の力で、自民党改憲案すら提示させず、改憲の動きを押しとどめてきました。こうしたたたかいに確信を持ち

つつ、安倍9条改憲発議をストップする「安倍9条改憲NO！ 改憲発議に反対する全国緊急署名」の推進と、市民

と野党の共闘を地域でさらに前進・発展させながら、安倍政権の退陣と国民本位の政治実現をめざしましょう。

◇すべての働く仲間のみなさん

グローバル企業が政治と経済を支配する状況でも、世界の労働者は連帯したたたかいで要求を前進させていま

す。また、核兵器廃絶を願う世界中の市民の声が結実した核兵器禁止条約は、批准国が36か国に広がり、条約

発効まで間近となっています。

いま全世界で猛威をふるう新型コロナウイルスによる雇用危機は世界の労働力人口の4割、12億人に及ぶとIL

Oは報告、早急な経済対策を取るよう求めています。リーマンショックを大きく超え、第二次世界大戦以来の

深刻な世界的危機に直面する今、世界の労働者が連帯し、人類の英知を総結集し、終息へ最大限の努力をおこ

なうために、ここ長崎からもみんなが団結することを強くよびかけます。

世界の労働者のたたかいと響きあい、多国籍大企業のための新自由主義とたたかい、8時間働いて暮らせる社

会の実現、貧困解消と格差是正、ジェンダー平等、多様性の尊重を求めていきましょう。持続可能な社会、戦

争のない平和な世界をめざし、わたしたち働くものの手で、未来をつくりだすために。

働くものの団結万歳！ 世界の労働者万歳！ メーデー万歳！

2020年5月１日

第91回メーデー長崎県実行委員会

メーデー宣言を読み上げる
高教組の寺田書記長
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「９条フェスタ」はアピール行動を中止し
改憲反対の文書を首相官邸等に送付

｢9条フェスタ｣実行委員会

は、5月3日に予定していたア

ピール行動を中止し、｢憲法9

条への自衛隊の明記、独裁政

治に直結する『緊急事態条項』

の新設は、戦後日本が歩んで

きた道を破壊するもの。憲法

改悪を断じて許さない｣と訴

える文書を、首相官邸と自民

党等9政党に宛てて、5月1日

にFAXで送付しました。
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